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平成３１年１月 ニュー天草病院 

ニュー天草病院が担う役割について 



１ 現状と課題 1/5 
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【自施設の現状と課題】 
自施設の基本方針 
 ①旧本渡市及び周辺地域における、慢性期医療及び介護 
  事業を行い、地域医療、介護を担う病院として位置付 
  けます。 
 
 ②在宅医療に関しては、必要に応じ訪問診療に取り組む 
  と共に、当該地域の医療機関と連携し、緊急入院等が 
  発生した場合の受け入れ病院としての役割を担う。 

 
 ③市の保健担当部署と連携し、地域住民の健康増進に取 
  り組むとともに、地域住民の長期療養が必要な方へ、 
  医療、介護を提供する。 



１ 現状と課題 2/5 
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【自施設の現状と課題】 
自施設の診療実績 
【入院基本料等】 
 療養病棟（医療型）療養病棟入院料１        88床 
          療養病棟入院料２        44床 
 療養病棟（介護型）介護療養型医療施設       48床 
 合  計                     180床 
【施設基準等】 
 ・療養病棟療養環境加算（１） 
 ・入院時食事療養（Ⅰ）・入院時生活療養（Ⅰ） 
 ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 
 ・運動器リハビリテーション料（Ⅱ） 
 ・がん患者リハビリテーション料 
 ・がん治療連携指導料 



１ 現状と課題 3/5 
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【施設基準等】 
 ・感染防止対策加算２ 
 ・ＣＴ撮影（16列以上64列未満マルチスライスＣＴ） 
【平成２９年度実績】 
 ・療養病棟（医療型）療養病棟入院料１延患者数 31,570人 
           1日平均入院患者数      86.5人 
           病床利用率         98.3％ 
           療養病棟入院料２延患者数 15,574人 
           1日平均入院患者数      42.7人 
           病床利用率         97.0％ 
           平均在院日数（年平均）    250日 
 ・療養病棟（介護型）介護療養型医療施設延患者数17,372人 
           1日平均入所患者数      47.6人 
           病床利用率         99.2％ 



１ 現状と課題 4/5 
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【自施設の職員数】 
 （医師、看護職員、その他専門職、事務職員等） 
 医師 常勤  ５名（内科系４名・外科系１名） 
    非常勤 ２名（内科系２名） 
 その他職員 
 ・薬剤師   ２名   ・看護師   ５６名 
 ・放射線技師 １名   ・准看護師  １２名 
 ・検査技師  １名   ・介護福祉士  ７名 
 ・理学療法士 ３名   ・看護補助者 ２７名 
 ・作業療法士 ２名   ・言語聴覚士  １名 
 ・管理栄養士 ２名   ・栄養士    ３名 
 ・調理師等  ９名   ・事務職員他 １３名 
            
  合 計              １４４名 



１ 現状と課題 5/5 
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【自施設の特徴】 
 ・当院は、旧本渡市及びその周辺地域における慢性期医療中 
  心の病院であり、地域医療支援病院である天草地域医療セ 
  ンター、天草中央総合病院及び周辺地域の医療機関と連携 
  し、急性期を過ぎた長期療養が必要な患者さんを受け入れ 
  ている。 
【自施設の政策医療】 
 ・５疾病について 
  急性心筋梗塞、脳卒中等急性期は当院では対応できない為 
  地域医療支援病院である天草地域医療センター等と連携し 
  対応している。また、糖尿病については専門医による専門 
  外来を行っている。 
 ・５事業について 
  現在、当院では５事業は実施していない。 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
  
 基本方針 
  ・これまで同様に、天草地域医療センター、天草中央総合 
   病院及び地域周辺の医療機関と連携し、長期療養が必要 
   な患者さんを受け入れ、地域住民へ慢性期医療の提供を 
   継続する。 
   （療養病棟 132床 維持） 
 
  ・介護事業に関しては、「日常的な医学管理が必要な重介 
   護者の受け入れ」や「看取り・ターミナル」等の機能と 
   「生活施設」としての機能を考慮し、介護療養型医療施 
   設を介護医療院へ転換を行う。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2018年(平成30年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 

急性期 

回復期 

慢性期 132 132 

その他（介護療養
型医療施設） 

48 0 

合  計 180 132 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【 ①４機能ごとの病床のあり方 その２】 
  
【医療病棟】 
 ・今後も高齢化が著しく進む地域もあり、高齢者世帯、独居 
  世帯もさらに増加すると考えられ為、今後も以下の病床を 
  継続する。 
  療養病棟入院料１（２つの病棟 44床×２）  88床 
  療養病棟入院料２（１つの病棟 44床）    44床 
  
【介護病棟】 
 ・要介護者に対し、「長期療養ための医療」と「日常生活上 
  の介護」を一体的に提供する施設を考え、介護療養型医療 
  施設48床を介護医療院48床へ転換を行う。 
  （平成31年度中に転換予定） 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
( 30年 1月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 
内科・糖尿病内科・漢
方内科・リハビリテー

ション科 

内科・糖尿病内科・漢
方内科・リハビリテー

ション科 
現状の診療科を維持 

新設 

廃止 

変更・統合 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点( 2018年 12月時点) 2025年 

①病床稼働率 98.5％ 98％以上 

②紹介率 71.4％ 数値目標なし 

③逆紹介率 31.4％ 数値目標なし 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 
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【取組みと課題】 
 
 ・慢性期医療である療養病棟は、現在、療養病棟入院料１と 
  療養病棟入院料２の病棟がある。今後は、地域の医療機関 
  等と連携を強化し、医療の必要が高い患者の受け入れを迅 
  速に行い、療養病棟全体で医療区分２以上の患者を８割以 
  上確保して、療養病棟入院料１の病棟に統一する。 
 
 ・現在は、医師、看護職員、事務職員などの職員は確保でき 
  ているが、介護職、看護補助職、調理員などの職種の確保 
  困難な状況となっている。 
 
 ・介護医療院への転換に向けて、今後地域住民及び各種団体 
  などとの連携の体制を構築する。 



４ その他特記事項 
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【介護医療院】 
 ・平成31年7月1日開設を目標に作業中。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



15 

平成30年12月天草厚生病院 

【統一様式】 

天草厚生病院が担う 
役割について 



１ 現状と課題 
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【自施設の現状と課題】 
現状 
 医療療養病床（180床） 
  
 天草厚生病院を中心に、下記の関連施設等と連携し運営を 
 行っている。 
  ・介護老人保健施設（80床） 
  ・住宅型有料老人ホーム（51人） 
  ・養護老人ホーム（50床） 
  ・上天草在宅介護センターの受託運営 
  ・居宅支援事業所、通所サービス 
  
課題 
 ・地域包括ケアシステムの一翼を担う 
 ・医療、介護他多職種の人材確保が喫緊の課題 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
 
・事業の継続を行う事で 
 地域包括ケアシステムの一翼を担い、地域貢献行う 
 
・安定した雇用の場を提供する 

 
 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2018年(平成30年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 ― ― 

急性期 ― ― 

回復期 ― ― 

慢性期 180 180  

その他 ― ― 

合  計 180 180 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(2018年12月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 現状診療科目 同左 
・地域包括ケアの必要 
・高齢者人口の微増 
・ニーズに対応する 

新設 － 
－ 
 

－ 
 

廃止 
－ 
 

－ 
 

－ 
 

変更・統合 
－ 
 

未定 
・ニーズの変化に対応 
 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点(  2018年 12 月時点) 2025年 

①病床稼働率 
98.7 ％ 

 
現状と大差ないと思われる 

②紹介率  77.5％ 不明 

③逆紹介率  25.8％ 不明 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 
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【取組みと課題】 
 
・当院関連する施設との連携 
 
・他医療機関、介護、在宅等各事業所との連携 
  
・地域包括ケアシステムの継続を行う 
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平成30年12月天草セントラル病院 

【統一様式】 

天草セントラル病院が担う 
役割について 



１ 現状と課題 
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【自施設の現状と課題】 
 現状 
 医療療養病床（302床） 
 天草セントラル病院を中心に、下記の関連施設と連携し運営 
 を行っている。 
 
 ・介護老人保健施設（70床） ・軽費老人ホーム（50人） 
 ・地域密着型特別養護老人ホーム（29人） 
 ・北地域包括支援センターの受託運営 
 ・訪問看護、介護、居宅支援事業所、通所サービス 
   
 課題 
 ・地域包括ケアシステムの一翼を担う 
 ・医療、介護他多職種の人材確保が喫緊の課題 

 
 
 
 
 
 
 
 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
 
・事業の継続を行う事で 
 地域包括ケアシステムの一翼を担い、地域貢献行う 
 
・安定した雇用の場を提供する 

 
 
 
 
 
 
 
 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2018年(平成30年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 ― ― 

急性期 ― ― 

回復期 ― ― 

慢性期 302 302  

その他 ― ― 

合  計 302 302 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(2018年12月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 現状診療科目 同左 
・地域包括ケアの必要 
・高齢者人口の微増 
・ニーズに対応する 

新設 － 
－ 
 

－ 
 

廃止 
－ 
 

－ 
 

－ 
 

変更・統合 
－ 
 

未定 
・ニーズの変化 
 に対応 
 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点(  2018年 12 月時点) 2025年 

①病床稼働率 
97.06 ％ 

 
現状と大差ないと思われる 

②紹介率 108.9 ％ 不明 

③逆紹介率 37.3 ％ 不明 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 
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【取組みと課題】 
 
・当院関連する施設との連携 
 
・他医療機関、介護、在宅等各事業所との連携 
  
・地域包括ケアシステムの継続を行う 
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41 

平成３１年 １月 重症心身障害児施設はまゆう療育園 

【統一様式】 

重症心身障害児施設 

はまゆう療育園 
が担う役割について 



１ 現状と課題 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自施設の理念 
  「障害を持った子どもを抱いて 途方に暮れている母親の 
   気持ちになって 園生に対し心のかよった療育を 科学 
   的かつ適正に行う」 

■基本方針 
  １．医の原点は入園者への奉仕にあります。入園者第一主義に徹したサービスの 

    向上に努めます 
  ２．入園者の安全には細心の注意をはらいます 
  ３．可能な限り各個人にあった適正な療育を行います 
  ４．ノーマライゼーションの思想にのっとり 障害のある方も家庭で生活できるような 
    地域社会をつくる為にお役に立ちます 



■自施設の診療実績（届出入院基本料・認定施設・平均在院日数等） 

  〇事業内容 
   「診療科」  小児科・内科・精神科 

           生活保護法指定医療機関 

   「ベッド数」  １７０床（一般病床：１１０・療養病床：６０） 
   「医療型障害児入所施設」  170床 
   「療養介護事業所」       170床※医療型障害児入所施設と一体的に実施 

   「短期入所事業所」        2床+空床型  
  
 〇診療体制 
   入院（契約・措置）のみ。外来機能なし 
 〇届出入院基本料 
    西 棟（60床）  障害者施設等入院基本料10：1 
    東 棟（50床）  特殊疾患病棟入院料２（重心） 
    ２階棟（60床）  療養病棟入院基本料１ 20：1 
 

１-２ 現状と課題 
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〇自施設の特徴 
 児童福祉法第35条、第3項の規定に基づいて設置された「重症心身障害
児（者）施設」であると同時に、医療法に定められた「病院」である。 

 ■重症心身障害児（者） 

  児童福祉法において「重度の知的障がい及び重度の肢体不自由が重複 

  している児童」とされている。なお、重症心身障害者については、基本的 

  には「重度の知的障害及び重度の肢体不自由が重複している18歳以上 

  の者」である。 

   

 当院と同じ機能の病院は、全国に135施設（13,740床）あり、熊本県下にお
いては4施設（551床）。天草圏域でも自宅で重症心身障害の家族を看てい

る家庭も多く、在宅支援として「地域療育支援事業所第２はまゆう療育園」を
天草市に開設し、通園事業と相談支援を行っている。在宅から入所まで更
には在宅介護者のレスパイト対応までと幅広く支援を行っている。 
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〇安全の確保 
 当園の最優先の方針として、「安全の確保」「人権」が掲げら
れている。 

 特に、安全の確保においては「医療」「食事」「職場」「処遇」と
すべての事について、細心の注意を払っている。 

 「安全の確保」の一つである防災体制については、当園では
入所者と職員その家族や地域の方の受入れまで考えた整備を
行っている。ここ数年の自然災害については天草地区は大きな
被害は受けていないが、想定される災害について減災・防災に
つとめ、その中でも「備蓄体制」を強化している。また苓北町の
「福祉避難所」の登録をしており、災害時の避難場所として開放
し、地域住民の安全の提供も行っている。  
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１-3 現状と課題 
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2019.1.1

職　種 人数 職　種 人数

医 師 19 生 活 指 導 員 29

再 計 （ 非 常 勤 ） （16） 生 活 支 援 員 43

薬 剤 師 2 再 計 （ 保 育 士 ） （17）

放 射 線 技 師 1 再計（介護福祉士） （18）

検 査 技 師 1 管 理 栄 養 士 2

臨 床 工 学 士 1 栄 養 士 6

理 学 療 法 士 4 調 理 師 ・ 員 9

作 業 療 法 士 4 事 務 員 12

言 語 聴 覚 士 4 洗 濯 ・ 清 掃 4

看 護 師 41 営 繕 4

准 看 護 師 30 そ の 他 2

社 会 福 祉 士 1 合計 219

職　員　数



１-４ 現状と課題 
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 〇利用者数の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成30年度

（4月～１２月）

延べ数 一般 39,530 38,770 39,466 29,782

療養 21,735 21,863 21,513 16,256

利用率 一般 98.5% 96.6% 98.3% 98.5%

療養 99.2% 99.8% 98.2% 98.5%

平成27年度 平成28年度 平成29年度利用者の状況

0～４年 
15 ５～９年 

19 10年～14年 
10 

15年～19年 
9 

20年～24年 
12 

25年～29年 
6 

30年～34年 
14 

35年～39年 
6 

40年以上 
77 入所年数 



１－５ 現状と課題 
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１－６ 現状と課題 
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「横地分類 

（改訂大島分類）」 2018.03.31 

<知的発達＞ 

E6 E5 E4 E3 E2 E1 

E 
０ ０ ０ ２ ０ ２ 

簡単な計算可 

D6 D5 D4 D3 D2 D1 

D 
２ ０ ３ ２ ０ ９ 

簡単な文字・数字 

理解可 

C6 C5 C4 C3 C2 C1 

C 
０ ０ ３ ２ ２ ３ 

簡単な色・数 

理解可 

B6 B5 B4 B3 B2 B1 

B 
１ ２ １３ ３ ３ 14 

簡単な言語理解可 

A6 A5 A4 A3 A2 A1 

A 
０ １０ ７ ２４ ５５ 

言語理解不可 

6.戸外歩行可 5.室内歩行可 4.室内移動可 3.坐位保持可 2.寝返り可 1.移動できない 

＜移動機能＞ 

計 １６８ 

＜特記事項＞ 

  C：有意な眼瞼運動なし 

  B：盲 

  D：難聴 

  U：両上肢機能全廃 

TLS：完全閉じ込め状態 

病 棟 名  園児 (者 )数  

西 病 棟  60 人 

東 病 棟  48 人 

2 階 病 棟  60 人 

合 計  168 人 

H21.4.1 西病棟 44床→66床、東病棟60床→44床（計164床） 

H21.8.1 東病棟44床→46床（計166床） 

H21.9.1 東病棟46床→50床（計170床） 

「横地分類（改定大島分類」とは？  
重度の知的障害と重度の肢体不自由が合併した状態
を定義づける為に、都立府中療育センターの大島氏に
より考案された分類法。（福祉施設の中で広く使用） 
その分類の項目数を増やし、具体性を持たせることに
より障害区分の枠組みを明確にしたものが横地分類。。 
   縦軸：知的発達 
   横軸：移動機能    3項目で分類する。 
   特記事項         

〇入所者の障害程度と棟別入所数 



１－７ 現状と課題 
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事例 生年月日 
性 
別 

入園月日 入   園   理   由 

１例 H5.〇〇.〇〇 女 H29.〇〇.〇〇 
第２はまゆう利用者。かかりつけ病院に入院し退院後の在
宅生活に不安。しばらく短期入所利用しその後入所となる。 

２例 H28.〇〇.〇〇 男 H29.〇〇.〇〇 
在宅より。重度障害児であり保育園の受け入れがない。母
親は就労を希望されており、児童相談所と調整し入所とな
る。 

３例 H19.〇〇.〇〇 男 H29.〇〇.〇〇 
水難事故により重度障害。かかりつけ病院の連携室より退
院後の入所先として入所希望。 

４例 H18.〇〇.〇〇 男 H30.〇〇.〇〇 
水難事故により重度障害。かかりつけ病院の連携室・児童
相談所と調整し入所となる。 

          

〇 ２０１７年度 入所状況 

事例 生年月日  性 別 退 園 月 日 退   園   理   由 

１例 S52.〇〇.〇〇 男 H29.〇〇.〇〇 死 亡（在園期間：24年） 

2例 S26.〇〇.〇〇 男 H29.〇〇.〇〇 死 亡（在園期間：2年） 

3例 S41.〇〇.〇〇 男 H30.〇〇.〇〇 死 亡（在園期間：45年） 

          

〇 ２０１７年度 退所状況 

 



【自施設の現状と課題】 

 熊本県内の重心施設としては、天草下島に位置しておりアクセス面
では不便さを感じる事も少なくない。しかし立地面においては長期療
養できる良い環境であると自負している。苓北地区は寒暖差も少な
い温暖な地域であり、施設内から望む富岡湾の眺望は利用者の心と
体を和ませるものであり、天然温泉を利用した温泉施設も特色の一
つである。 

 

 自施設は外来機能がない為、外来受診→入院という仕組みがない。
空床が続く場合には、入所希望登録者をはじめ児童相談所や各市
町村・施設や家族からの紹介や相談から入院に繋がっている。 

 地域連携としては熊本赤十字病院・熊本市民病院・天草地域医療
センターなどの急性期の病院から、NICU管理の退院後に医療ケアが
必要な子供たちの受け入れ先として、機能を請け負っている。 
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１－８ 現状と課題 
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１－９ 現状と課題 

 利用者については、平均年齢が４２歳、最高年齢は80歳と

なっている。開所当初にくらべ高齢化が進んでおり、病態的に
も変化してきている。 

 新規入所者については、ここ数年事故後の後遺症により障
害が残る児童が多い。また毎年医療も進み重い障害を持って
生まれてくる子供たちも、助けられる状況となっている。 

 基本的には在宅で家族と一緒に生活することが一番である
が、家庭の事情や本人の医療的ケアの必要性により在宅生活
が困難な方に対しては「入所」「短期入所」機能をもつ当園の役
割は今後も重要であると思っている。 
   



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜継続的な施設運営には「人材」が必要であり、医療従事者
の確保について苦慮している。当園は長く勤める職員が多い
職場であるが、毎年定年を迎える職員や、体調不良により退
職する職員も多い。その為、働き方の多様化をもって、長く安
心して勤める事ができる職場を目指している。 
 

  また、今後は地域的に人口減少が否めない為、特に介護
人材の確保・看護人材の確保において「外国人労働者」の受
入れも視野に入れ始めている。 

 この地で地域の人も外国の人も、障害を持つ人も共生共存
できる社会を目指すのが当面の目標となっている。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2018年(平成30年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 ０ ０ 

急性期 ０ ０ 

回復期 ０ ０ 

慢性期 １７０ １７０ 

その他 ０ ０ 

合  計 １７０ １７０ 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(2019年 1月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 小児科・内科・精神科 小児科・内科・精神科 

０歳児から高齢者まで、重度の障
害を持つ方への対応は、社会福祉
事業としても継続的に維持する方
向。診療科については、グループ
内の医療機関及び外部医療機関と
連携しながら対応しており今のと
ころ変更予定なし。 

新設 ― 

廃止 ― 

変更・統合 ― 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点( 2019年 1月時点) 2025年 

①病床稼働率 98.58％ 98.82％ 

②紹介率 ― ― 

③逆紹介率 ー ― 


